
(57)【要約】

　【課題】　側頭部の狭い音響窓から任意の部位に超音

波を照射し得るために充分な可動域を有する超音波治療

装置及び超音波診断装置を提供する。

　【解決手段】　超音波プローブ１を保持する超音波プ

ローブ保持手段と、超音波プローブ保持手段を保持し、

被検体の照射位置に超音波プローブ保持手段を３次元移

動させて固定する移動固定手段とを備える。超音波プロ

ーブ保持手段は、超音波プローブの軸方向を中心にして

超音波プローブ１を回転させる手段を備える。超音波プ

ローブ保持手段は、超音波プローブ１を前記被検体側に

押し出すばね機構を備える。また、移動固定手段は、超

音波プローブ保持手段を直線移動させる手段と、超音波

プローブ保持手段を回転移動させる手段とを備える。

【選択図】　　　図２

JP 2006-305047 A 2006.11.9



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 治 療 用 超 音 波 を 被 検 体 に 照 射 さ せ て 治 療 を 行 う 超 音 波 治 療 装 置 に お い て 、 超 音 波 プ ロ ー
ブ を 保 持 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 と 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 保 持 し 、 前 記 被
検 体 の 照 射 位 置 に 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を ３ 次 元 移 動 さ せ て 固 定 す る 移 動 固 定 手 段
と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 軸 方 向 を 中 心 に し て 前 記 超 音 波
プ ロ ー ブ を 回 転 さ せ る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ を 前 記 被 検 体 側 に 押 し 出 す ば ね 機
構 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 移 動 固 定 手 段 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 直 線 移 動 さ せ る 手 段 と 、 前 記 超 音
波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 回 転 移 動 さ せ る 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超
音 波 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 移 動 固 定 手 段 は 、 前 記 被 検 体 の 頭 部 を 固 定 す る ヘ ッ ド バ ン ド 型 、 或 い は ヘ ッ ド フ ォ
ン 型 、 或 い は 枕 型 の 固 定 部 に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 治 療 装 置
。
【 請 求 項 ６ 】
　 診 断 用 超 音 波 を 被 検 体 に 照 射 さ せ て 診 断 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 超 音 波 プ ロ ー
ブ を 保 持 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 と 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 保 持 し 、 前 記 被
検 体 の 照 射 位 置 に 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を ３ 次 元 移 動 さ せ て 固 定 す る 固 定 手 段 と を
備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 内 に 超 音 波 振 動 子 か ら 経 頭 蓋 的 に 超 音 波 を 放 射 し て 病 変 部 を 治 療 す る 超 音
波 治 療 装 置 及 び 病 変 部 を 診 断 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 係 わ り 、 超 音 波 照 射 す る 間 、 照 射 方 向
を 任 意 の 方 向 に 固 定 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ を 保 持 す る に 適 し た 可 動 固 定 機 構 を 持 つ 超 音 波 治
療 装 置 及 び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 体 内 に 超 音 波 振 動 子 か ら 経 頭 蓋 的 に 超 音 波 を 放 射 し て 病 変 部 を 治 療 す る 超 音 波 治 療 装 置
は 、 脳 梗 塞 発 症 直 後 の 超 急 性 期 あ る い は 急 性 期 に 脳 血 栓 を 溶 解 さ せ る た め に 用 い ら れ よ う
と し て い る 。 ま た 超 音 波 診 断 装 置 は そ の 病 変 部 を 診 断 す る 。 超 音 波 を 照 射 す る ト ラ ン ス デ
ュ ー サ 等 を 患 部 ・ 病 変 部 等 の 照 射 対 象 に 超 音 波 照 射 ビ ー ム が 当 た る よ う に 保 持 ・ 固 定 す る
必 要 が あ る 。 そ の た め の デ バ イ ス が 頭 部 固 定 部 で あ る 。 従 来 の 頭 部 固 定 部 で は 、 超 音 波 血
流 測 定 装 置 の 固 定 具 と し て 、 1次 元 の 血 流 情 報 を 専 用 の 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 取 得 し て い
た 。 (例 え ば 、 特 許 文 献 1)
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ２ ８ １ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 超 音 波 装 置 は 、 専 用 の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 固 定 す る た め の も の で あ り 、 一 般 に 超 音 波
診 断 で 使 用 す る セ ク タ ア レ イ プ ロ ー ブ の よ う な 超 音 波 プ ロ ー ブ を 保 持 し 、 診 断 す る た め の
機 能 が な い 。 ま た 超 音 波 プ ロ ー ブ を 3次 元 的 に 移 動 さ せ る こ と が で き な い た め 、 適 し た 位
置 に 超 音 波 プ ロ ー ブ を 設 置 す る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-305047 A 2006.11.9



　 そ こ で 本 発 明 は 、 治 療 用 超 音 波 プ ロ ー ブ や 、 一 般 に 使 わ れ る 診 断 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 、 あ
る い は 、 治 療 ・ 診 断 用 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 内 蔵 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 等 を 保 持 す る 機 構 を
持 ち 、 側 頭 部 の 狭 い 音 響 窓 か ら 任 意 の 部 位 に 超 音 波 を 照 射 し 得 る た め に 充 分 な 超 音 波 プ ロ
ー ブ の 可 動 範 囲 を 有 す る 超 音 波 治 療 装 置 及 び 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 さ せ る た め 、 本 発 明 は 、 治 療 用 超 音 波 を 被 検 体 に 照 射 さ せ て 治 療 を 行 う
超 音 波 治 療 装 置 に お い て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 保 持 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 と 、 前 記 超
音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 保 持 し 、 前 記 被 検 体 の 照 射 位 置 に 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を
3次 元 移 動 さ せ て 固 定 す る 移 動 固 定 手 段 と を 備 え る 。 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 は 、 前
記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 軸 方 向 を 中 心 に し て 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ を 回 転 さ せ る 手 段 を 備 え る 。
前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ を 前 記 被 検 体 側 に 押 し 出 す ば ね 機 構
を 備 え る 。 前 記 移 動 固 定 手 段 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 直 線 移 動 さ せ る 手 段 と 、
前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 回 転 移 動 さ せ る 手 段 と を 備 え る 。 前 記 移 動 固 定 手 段 は 、 前
記 被 検 体 の 頭 部 を 固 定 す る ヘ ッ ド バ ン ド 型 、 或 い は ヘ ッ ド フ ォ ン 型 、 或 い は 枕 型 の 固 定 部
に 固 定 さ れ る 。 診 断 用 超 音 波 を 被 検 体 に 照 射 さ せ て 診 断 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
超 音 波 プ ロ ー ブ を 保 持 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 と 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 保
持 し 、 前 記 被 検 体 の 照 射 位 置 に 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 保 持 手 段 を 3次 元 移 動 さ せ て 固 定 す る
固 定 手 段 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 詳 細 に は 、 頭 蓋 内 の 血 管 に 対 す る 超 音 波 治 療 装 置 に お い て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 頭 部 に 固
定 す る た め の 頭 部 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 具 を 、 探 触 子 を 保 持 す る ア タ ッ チ メ ン ト 部 と ア タ
ッ チ メ ン ト 部 を 支 え る ジ ョ イ ン ト 部 と 、 ジ ョ イ ン ト 部 を 頭 部 に 保 持 す る 固 定 部 と に よ り 構
成 し た 。 ま た 、 ジ ョ イ ン ト 部 を 頭 部 に 保 持 す る 固 定 部 を 、 ベ ッ ド 上 に 配 置 さ れ 頭 部 と 、 探
触 子 を 保 持 す る ア タ ッ チ メ ン ト 部 と を 夫 々 固 定 す る 構 造 の 枕 型 固 定 具 に よ り 構 成 し た 。 ま
た 、 ジ ョ イ ン ト 部 を 頭 部 に 保 持 す る 固 定 部 を 、 頭 周 囲 に 巻 き つ け 固 定 す る 構 造 の 、 ヘ ッ ド
バ ン ド 型 固 定 具 に よ り 構 成 し た 。 ジ ョ イ ン ト 部 を 頭 部 に 保 持 す る 固 定 部 を 、 頭 頂 部 を 中 心
と し て 両 側 か ら 挟 み 込 む 構 造 の ヘ ッ ド フ ォ ン 型 固 定 具 に よ り 構 成 し た 。 頭 部 用 超 音 波 プ ロ
ー ブ 固 定 具 の 固 定 部 に お い て 、 探 触 子 を 固 定 す る ア タ ッ チ メ ン ト を 交 換 す る 手 段 を 備 え 、
形 状 の 異 な る 超 音 波 プ ロ ー ブ に 合 わ せ た 固 有 の ア タ ッ チ メ ン ト に 付 け 替 え る こ と に よ り 、
超 音 波 治 療 の み で は な く 、 脳 血 流 測 定 や 頭 蓋 内 診 断 な ど に 応 用 で き る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ 固
定 具 の 固 定 部 に お い て 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 を 上 下 左 右 お よ び 前 後 に 平 行 移 動 し て 固 定 す る
ス ラ イ ド 固 定 手 段 と 、 回 転 保 持 手 段 と 、 任 意 の 角 度 に あ お り 固 定 す る 手 段 を 備 え 、 あ る い
は 、 フ レ キ シ ブ ル ア ー ム な ど を 用 い て 自 由 に ア タ ッ チ メ ン ト 位 置 を 固 定 す る 手 段 を 備 え る
こ と で 、 任 意 の 位 置 ・ 角 度 か ら 頭 蓋 内 超 音 波 診 断 治 療 を 行 う こ と が で き る 。 超 音 波 プ ロ ー
ブ 固 定 具 に お い て 、 頭 部 固 定 部 と ジ ョ イ ン ト 部 と の 接 続 部 を ヘ ッ ド フ ォ ン 型 、 ヘ ッ ド バ ン
ド 型 、 枕 型 の 3種 類 で 共 通 の も の と す る こ と で そ れ ぞ れ 共 用 す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 プ ロ ー ブ を 頭 部 に 密 着 さ せ て 固 定 す る こ と に よ り 、 精 度 が 高 い 超 音 波 治
療 及 び 超 音 波 診 断 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 適 用 さ れ る 超 音 波 治 療 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 を 図 1に 示 す 。 被 検 体 に 治 療 用 超 音 波
及 び 診 断 用 超 音 波 を 射 出 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 1と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1に 治 療 用 の 駆 動 信 号 を
供 給 す る 治 療 用 送 波 部 2と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1に 診 断 用 の 駆 動 信 号 を 供 給 す る と 共 に 、 超 音
波 プ ロ ー ブ 1か ら 出 力 さ れ る 反 射 エ コ ー 信 号 に 基 づ き 超 音 波 断 層 像 (以 下 、 断 層 像 と い う 。
)を 撮 像 す る 手 段 と し て の 撮 像 部 3と 、 撮 像 部 3に よ り 撮 像 さ れ た 断 層 像 を 表 示 す る 手 段 と
し て の 表 示 部 4と 、 各 部 を 制 御 す る 制 御 部 5な ど か ら 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 超 音 波 治 療 装 置 に お い て は 、 治 療 領 域 の 生 体 組 織 を 変 性 (例 え ば 、 凝 固 壊 死 )さ せ る
た め に 、 治 療 領 域 に 対 し て 治 療 用 超 音 波 を 数 秒 間 (例 え ば 、 2～ 10秒 間 )継 続 し て 射 出 す る
。 ま た 、 患 部 全 体 に 渡 っ て 生 体 組 織 を 変 性 さ せ る た め に 、 複 数 の 治 療 領 域 に 対 し 順 に 治 療
用 超 音 波 を 射 出 す る 。 患 部 周 辺 の 健 全 な 生 体 組 織 へ の 影 響 を 考 慮 し て 、 治 療 用 超 音 波 の 射
出 間 隔 を 比 較 的 長 く 設 定 す る 。 ま た 、 弱 い 超 音 波 で 長 時 間 (最 長 60分 )血 栓 に 照 射 し 続 け て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ 1は 、 被 検 体 に 治 療 用 超 音 波 を 射 出 す る 複 数 の 振 動 子 を 配 列 し て な る 治
療 用 探 触 子 6と 、 被 検 体 と の 間 で 診 断 用 超 音 波 を 送 受 す る 複 数 の 振 動 子 を 配 列 し て な る 診
断 用 探 触 子 7を 備 え て い る 。 治 療 用 探 触 子 6と 診 断 用 探 触 子 7は 並 べ て 一 体 に 形 成 さ れ る が
、 積 層 し て 形 成 し て も よ い 。 治 療 用 探 触 子 6と 診 断 用 探 触 子 7の 相 対 位 置 を 把 握 で き れ ば よ
い 。 ま た 、 治 療 用 探 触 子 6及 び 診 断 用 探 触 子 7は 、 複 数 の 振 動 子 が 一 次 元 に 配 設 し た コ ン ベ
ッ ク ス 型 の も の を 用 い て い る が 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 例 え ば リ ニ ア 型 や セ ク タ 型 の も の で も
よ い 。 治 療 用 送 波 部 6は 、 治 療 用 の 駆 動 信 号 を 発 生 す る 治 療 用 パ ル ス 発 生 手 段 8と 、 治 療 用
パ ル ス 発 生 手 段 8か ら 出 力 さ れ る 駆 動 信 号 に フ ォ ー カ ス 処 理 を 施 す 治 療 用 遅 延 手 段 9と 、 治
療 用 遅 延 手 段 9か ら 出 力 さ れ る 駆 動 信 号 を 増 幅 し て 治 療 用 探 触 子 6の 各 振 動 子 に 出 力 す る 増
幅 手 段 10を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 断 層 像 撮 像 部 3は 、 診 断 用 の 駆 動 信 号 を 発 生 す る 診 断 用 パ ル ス 発 生 手 段 11と 、 診 断 用 パ
ル ス 発 生 手 段 11か ら 出 力 さ れ る 駆 動 信 号 に フ ォ ー カ ス 処 理 を 施 す 診 断 用 遅 延 手 段 12と 、 診
断 用 遅 延 手 段 12か ら 出 力 さ れ る 駆 動 信 号 を 増 幅 し て 診 断 用 探 触 子 7の 各 振 動 子 に 送 受 分 離
手 段 14を 介 し て 出 力 す る 増 幅 手 段 13を 有 し て い る 。 ま た 、 診 断 用 探 触 子 7か ら 送 受 分 離 手
段 14を 介 し て 出 力 さ れ る 反 射 エ コ ー 信 号 を 受 信 し て 増 幅 す る 増 幅 手 段 15と 、 増 幅 手 段 15に
よ り 増 幅 さ れ た 反 射 エ コ ー 信 号 の 位 相 を 整 相 し て 加 算 す る 整 相 手 段 16と 、 整 相 手 段 16か ら
出 力 さ れ る 反 射 エ コ ー 信 号 に 基 づ き 断 層 像 を 再 構 成 し て 表 示 部 4に 出 力 す る 画 像 処 理 手 段 1
7を 備 え て い る 。 な お 、 画 像 処 理 手 段 17は 、 再 構 成 し た 断 層 像 を 一 時 的 に 格 納 す る 画 像 メ
モ リ 18を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 各 部 を 制 御 す る 制 御 部 5は 、 操 作 卓 19の 入 力 信 号 に よ り 制 御 さ れ 、 そ の 入 力 信 号 に 応 じ
て 各 部 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 脳 血 栓 溶 解 療 法 の 際 に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 10が 頭 部 に 対 す る 高 い 固 定 度 を 得 る
こ と で 、 長 時 間 に わ た っ て 安 定 に 保 持 し 安 全 な 治 療 を 行 う た め の 超 音 波 治 療 装 置 で あ る 。
頭 部 の 固 定 に は ヘ ッ ド フ ォ ン 型 、 ヘ ッ ド バ ン ド 型 、 枕 型 を 適 用 さ せ た 。 超 音 波 プ ロ ー ブ 1
を 保 持 す る ア タ ッ チ メ ン ト 部 は フ レ キ シ ブ ル ア ー ム を 用 い る な ど し て 頭 部 固 定 部 と 接 続 さ
れ 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 に 取 り 付 け ら れ た 診 断 用 探 触 子 7及 び 治 療 用 探 触 子 6に よ り 頭 蓋 側 頭
部 の 狭 い 音 響 窓 か ら 任 意 の 断 面 を 超 音 波 走 査 で き る よ う に し た 。 ま た 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部
、 頭 部 固 定 部 と も 夫 々 共 用 す る こ と も で き る 構 造 と し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 具 体 的 な 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 2～ 図 13に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 頭 部 固 定 部 と し
て は 図 2に 示 す ヘ ッ ド バ ン ド 型 、 図 3に 示 す ヘ ッ ド フ ォ ン 型 、 図 8に 示 す 枕 型 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 保 持 す る ア タ ッ チ メ ン ト 部 は 図 5に 示 す よ う な 円 盤 型 と 、 図 10
お よ び 図 11に 示 す よ う な 円 筒 型 と し た 。 ま た 、 頭 部 保 持 部 と ア タ ッ チ メ ン ト 部 と の 接 続 の
た め に ヘ ッ ド バ ン ド 、 ヘ ッ ド フ ォ ン 型 に は 図 4に 示 す 形 状 の ア ジ ャ ス タ ア ー ム 39を 適 用 さ
せ た 。 枕 型 は 図 9に 示 す 形 状 の 左 右 ス ラ イ ド バ ー 82、 上 下 ス ラ イ ド バ ー 83、 前 後 ス ラ イ ド
バ ー 84を 適 用 さ せ た 。 ま た 、 各 々 共 用 と し て 、 図 13に 示 す フ レ キ シ ブ ル ア ー ム を 適 用 さ せ
た 。 な お 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 は ヘ ッ ド バ ン ド 型 、 ヘ ッ ド フ ォ ン 型 、 枕 型 で 各 々 共 用 す る こ
と も で き る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま ず 、 第 1の 実 施 形 態 で あ る ヘ ッ ド バ ン ド 型 頭 部 保 持 具 に つ い て 説 明 す る 。 図 2に お い て
、 ヘ ッ ド バ ン ド 型 頭 部 保 持 具 は 、 被 検 体 の 側 頭 部 を 支 え る 側 頭 部 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 部 30
、 前 頭 部 を 支 え る 前 頭 部 押 え 部 31、 後 頭 部 を 支 え る 後 頭 部 押 え 部 32、 頭 頂 部 を 支 え る 頭 頂
部 押 え 部 33、 そ れ ぞ れ を 結 合 す る ベ ル ト か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ベ ル ト は 、 前 頭 部 押 え 部 31、 後 頭 部 押 え 部 32、 頭 頂 部 押 え 部 33を 介 し て 被 検 体 頭 部 に 押
さ え つ け て い る 。 ベ ル ト 340は 前 頭 部 押 え 部 31と 頭 頂 部 押 え 部 33を 結 合 さ せ て い る 。 ベ ル
ト 341、 ベ ル ト 342は 、 そ れ ぞ れ 左 右 の 側 頭 部 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 部 30を 頭 頂 部 で 結 合 さ せ
、 頭 頂 部 で は ク ロ ス し て 頭 頂 部 押 え 部 33を 頭 部 に 押 さ え つ け る 。 ベ ル ト 343は 、 左 右 の 側
頭 部 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 部 30を 前 頭 部 で 結 合 さ せ 、 前 頭 部 で は 前 頭 部 押 え 部 31を 頭 部 に 押
さ え つ け る 。 ベ ル ト 344は 、 左 右 の 側 頭 部 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 部 30を 後 頭 部 で 結 合 さ せ 、
後 頭 部 で は 後 頭 部 押 え 部 32を 頭 部 に 押 さ え つ け る 。 こ の よ う に し て 、 ベ ル ト 340、 ベ ル ト 3
41、 ベ ル ト 342で は 頭 頂 部 を 押 さ え つ け 、 ベ ル ト 343、 ベ ル ト 344で は 頭 の 周 囲 を 押 さ え つ
け る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ れ ぞ れ の ベ ル ト は 粘 着 テ ー プ や 紐 な ど (図 示 し な い 。 )に よ り 締 め 付 け る こ と で 、 頭 の
サ イ ズ に 合 わ せ て 、 そ れ ぞ れ の 押 え 部 は 頭 部 に 固 定 で き る 。 最 初 は 弛 め に 締 め 付 け 、 側 頭
部 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 部 30が 適 し た 位 置 に 固 定 さ れ る よ う 、 微 調 整 を 行 い な が ら 締 め 付 け
て い く 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 側 頭 部 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 部 30は 、 左 右 両 側 頭 部 に あ り 、 ア ジ ャ ス タ ア ー ム 39を 左 右 ど
ち ら の 側 頭 部 に も 固 定 で き る 。 側 頭 部 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 部 30に は 前 後 に 移 動 (z軸 方 向 )
で き る ス ラ イ ド 式 ね じ 35が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の ね じ 35を 締 め る と 側 頭 部 超 音 波 プ ロ
ー ブ 固 定 部 30に 固 定 さ れ る 。 z軸 方 向 へ ね じ 35を ス ラ イ ド さ せ た い 場 合 、 ね じ 35を 弛 め て
ス ラ イ ド さ せ る 。 実 際 に は 、 側 頭 部 の こ め か み の 上 部 へ ね じ 35を ス ラ イ ド さ せ 、 ね じ 35を
締 め て 固 定 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 3に 示 さ れ る ヘ ッ ド フ ォ ン 型 頭 部 固 定 部 も ヘ ッ ド バ ン ド 型 頭 部 保 持 具 と 同 様 に 頭 部 に
固 定 さ れ る 。 ヘ ッ ド フ ォ ン 部 70は 、 左 右 の 側 頭 部 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 部 30を 頭 頂 部 で 結 合
さ せ 、 頭 部 に 押 さ え つ け る 。 こ の ヘ ッ ド フ ォ ン 部 70の 原 理 は 、 音 楽 用 ヘ ッ ド フ ォ ン と 同 じ
仕 組 み で あ る 。 ヘ ッ ド フ ォ ン 部 70は 頭 の サ イ ズ よ り も 小 さ い た め 、 弾 性 力 を 用 い て 左 右 の
側 頭 部 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 部 30を 側 面 か ら 押 さ え つ け る こ と が で き る 。 ヘ ッ ド フ ォ ン 部 70
に は ヘ ッ ド フ ォ ン 部 70の 全 長 を 伸 縮 さ せ る サ イ ズ 調 整 部 (図 示 し な い 。 )が 備 え ら れ て お り
、 頭 の サ イ ズ に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 4に 示 す よ う に 、 ア ジ ャ ス タ ア ー ム 39は 上 下 に 移 動 (y軸 方 向 )で き る よ う 縦 に 長 い 開 放
部 390が 設 置 さ れ て い る 。 開 放 部 390に ね じ を 通 し 、 ね じ 35を 用 い て ア ジ ャ ス タ ア ー ム 39を
側 頭 部 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 部 30に 固 定 す る 。 こ の ア ジ ャ ス タ ア ー ム 39は 、 ね じ 35の ヘ ッ ド
と 側 頭 部 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 部 30に 挟 ま れ て 固 定 さ れ る 。 z軸 方 向 の 移 動 は 、 ね じ 35を ス
ラ イ ド さ せ る こ と に よ り 実 現 さ れ 、 同 時 に ｙ 軸 方 向 の 移 動 は 、 ア ジ ャ ス タ ア ー ム 39を 移 動
さ せ る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 ア ジ ャ ス タ ア ー ム 39の 先 端 に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 保 持 す る ア タ ッ チ メ ン
ト を 取 り 付 け る こ と で 、 頭 蓋 側 頭 部 に 図 6の 斜 線 部 の よ う な 矩 形 の 可 動 エ リ ア を 持 つ こ と
が で き る 。 本 実 施 形 態 で は 、 y軸 方 向 、 z軸 方 向 共 に 5cmの 可 動 範 囲 を 持 っ て い る た め 、 25c
m 2 の 可 動 エ リ ア を 持 つ こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 こ の 可 動 エ リ ア は こ め か み に 当 て
る 調 整 に 際 し て 充 分 な 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト 37は 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36を 介 し て ア ジ ャ ス タ ア ー ム 39の 先 端 の ア ジ
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ャ ス タ 部 391に 取 り 付 け ら れ る 。 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36は ボ ー ル を 受 け る 2つ の 長 方 溝 の 開
い た バ ー を 用 い て ア ジ ャ ス タ 部 391に 押 え ら れ て 固 定 さ れ る 。 ツ マ ミ 41を 締 め る こ と に よ
り 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36は 4点 で 固 定 さ れ る こ と に な る 。 な お 、 ツ マ ミ 41に は 、 公 知 の
ね じ 機 構 が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 ツ マ ミ 41を 弛 め る こ と に よ り 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36は 自 由 に 長 方 溝 の 範 囲 内
を 直 線 移 動 さ せ 、 回 転 さ せ る 。 直 線 移 動 に 際 し 、 左 右 の 動 き (x軸 )は ア ジ ャ ス タ 部 391の ボ
ー ル 受 け 部 と し て 設 け ら れ た 2つ の 長 方 溝 と 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36に よ り 実 現 す る こ と
が で き る 。 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36の ボ ー ル の 1部 が 溝 に 入 り 込 ん で い る た め 、 y軸 方 向 及 び
z軸 方 向 が 固 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36は 、 ア タ ッ チ メ ン ト 37を y
軸 方 向 及 び z軸 方 向 に 移 動 さ せ ず 、 x軸 方 向 の み に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 こ の ボ
ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36は 、 x軸 方 向 に 3cmの 可 動 範 囲 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 回 転 に 際 し 、 回 転 の 動 き (β 軸 ， γ 軸 )も 左 右 の 動 き と 同 様 に ア ジ ャ ス タ 部 391の
ボ ー ル 受 け 部 と し て 設 け ら れ た 2つ の 長 方 溝 と 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36に よ り 実 現 す る こ
と が で き る 。 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36の ボ ー ル を ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36の 軸 周 り (β 軸 )に 回
転 さ せ 、 ボ ー ル の 中 心 点 を 中 心 (γ 軸 )と し て 回 転 さ せ る 。 よ っ て 、 被 検 体 の 頭 部 の 傾 斜 角
度 に 応 じ て 、 ア タ ッ チ メ ン ト 37を 回 転 さ せ 、 頭 部 に フ ィ ッ ト さ せ る こ と が で き る 。 な お 、
こ の β 軸 の 回 転 は 、 360度 の 可 動 範 囲 を 持 ち 、 γ 軸 の 回 転 は 、 150度 の 可 動 範 囲 を 持 っ て い
る 。
　 そ し て 、 こ れ ら の 調 整 が 終 っ た ら 、 ツ マ ミ 41を 締 め る こ と に よ り ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36
は 、 ア ジ ャ ス タ ア ー ム 39に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 固 定 す る ア タ ッ チ メ ン ト 37を 図 5に 示 す 。 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ケ ー ス
38に は 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 側 面 か ら 押 さ え つ け る 機 構 (図 示 し な い 。 )が 備 え ら れ て お り 、
超 音 波 プ ロ ー ブ 1は 超 音 波 プ ロ ー ブ ケ ー ス 38に 固 定 さ れ る 。 押 さ え つ け る 機 構 と し て 、 例
え ば 、 ね じ の 締 め 付 け で 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 圧 迫 さ せ て 固 定 さ せ た り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ケ
ー ス 38の 内 側 に 弾 性 体 の ゴ ム を 設 置 さ せ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 固 定 さ せ た り す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ケ ー ス 38の 先 端 は 円 盤 状 に な っ て お り 、 ア タ ッ チ メ ン ト 37の リ ン グ
に 内 接 し て い る 。 ア タ ッ チ メ ン ト 37の リ ン グ の 切 れ 目 に は ツ マ ミ 40が 取 り 付 け ら れ 、 超 音
波 プ ロ ー ブ ケ ー ス 38を 固 定 で き る 機 構 と し て い る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ ケ ー ス 38に 固 定 さ れ て
い る 超 音 波 プ ロ ー ブ 1は 、 ツ マ ミ 40を 締 め 付 け る こ と に よ り ア タ ッ チ メ ン ト 37側 に 固 定 さ
れ る 。 な お 、 ツ マ ミ 40に は 、 公 知 の ね じ 機 構 が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 ツ マ ミ 40を 弛 め る こ と に よ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 探 触 子 の 軸 方 向 を 中 心 (α 軸
)に し て 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、 被 検 体 の 頭 部 に 対 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ 1の 探 触
子 の 照 射 断 面 を 変 更 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の α 軸 の 回 転 は 、 360度 の 可 動 範 囲 を 持
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 本 発 明 を 実 施 す る 動 作 手 順 に つ い て 図 7を 用 い て 説 明 す る 。 ま ず 、 ね じ 35と 開 放 部 3
90を 用 い て 、 ア ジ ャ ス タ ア ー ム 39を y軸 方 向 、 z軸 方 向 に 移 動 さ せ 、 側 頭 部 超 音 波 プ ロ ー ブ
固 定 部 30に 対 し て 固 定 す る (S100)。 そ し て 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 36と 開 放 部 391を 用 い て
、 ア タ ッ チ メ ン ト 37を x軸 方 向 に 移 動 さ せ 、 β 軸 ， γ 軸 方 向 に 回 転 さ せ 、 ア ジ ャ ス タ ア ー
ム 39に 対 し て 固 定 す る (S101)。 被 検 体 の 頭 部 に 対 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ 1が 位 置 を 確 認 す る (
S102)。 超 音 波 プ ロ ー ブ 1が 被 検 体 の 頭 部 に 対 し て フ ィ ッ ト し て い な け れ ば 、 S100と S101を
再 度 行 い 、 フ ィ ッ ト さ せ る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ 1が 被 検 体 の 頭 部 に 対 し て フ ィ ッ ト し て い れ
ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を α 軸 方 向 に 回 転 さ せ 、 ア タ ッ チ メ ン ト 37に 対 し て 固 定 す る (S103)
。 そ し て 、 固 定 し た 位 置 で 頭 部 内 部 に 超 音 波 を 照 射 さ せ 、 受 信 し た 信 号 で 得 ら れ た 超 音 波
断 層 像 orド プ ラ 像 の 画 像 を 用 い て 確 認 す る (S104)。 超 音 波 断 層 像 orド プ ラ 像 に て 、 血 流 を
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含 む 治 療 部 位 が 明 確 に 表 示 さ れ て い な か っ た 場 合 、 S104を 再 度 行 い 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を
α 軸 方 向 に 回 転 さ せ 、 治 療 部 位 を 明 確 に 表 示 さ れ る ま で 再 調 整 を 行 う 。 そ し て 、 治 療 部 位
が 明 確 に 表 示 さ れ た ら 、 セ ッ テ ィ ン グ は 完 了 と な る 。 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト で は 示 し て い な
い が 、 こ め か み 等 の 骨 の 影 響 に よ り 、 超 音 波 断 層 像 が 明 確 で な い 場 合 は S100か ら や り 直 し
た り 、 反 対 側 の こ め か み か ら セ ッ テ ィ ン グ し た り す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 第 2の 実 施 形 態 と し て 、 図 8， 図 9， 図 12に 示 す よ う な 、 枕 型 頭 部 固 定 部 を 適 用 す る
例 を 説 明 す る 。 第 1の 実 施 形 態 と 異 な る と こ ろ は 、 頭 部 を 頭 部 固 定 部 81で 固 定 し 、 頭 部 固
定 部 81に 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 固 定 さ せ る ア タ ッ チ メ ン ト を 取 り 付 け 、 位 置 調 整 を 行 う と こ
ろ に あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 頭 部 固 定 部 81は 、 頭 部 を 覆 う の に 充 分 な 窪 み を 有 す る 。 頭 部 固 定 部 81の 表 面 は 、 比 較 的
弾 性 が あ る 物 質 が 適 用 さ れ る 。 例 え ば 、 ス ポ ン ジ や ゴ ム 上 の 物 質 が 適 用 さ れ る 。 頭 部 及 び
首 部 は 、 こ の 窪 み に よ っ て 固 定 さ れ 、 被 検 者 は 首 を 軸 に 頭 を 回 転 さ せ た り す る こ と が で き
難 く な る 。 な お 、 頭 部 固 定 部 81は 、 バ ン ド (図 示 し な い 。 )で 額 部 を 固 定 し て も よ い 。 額 部
を 固 定 す る こ と に よ り 、 よ り 頭 部 の 固 定 が 強 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 頭 部 固 定 部 81の 側 面 は 、 左 右 ス ラ イ ド バ ー 82、 上 下 ス ラ イ ド バ ー 83、 前 後 ス ラ イ ド バ ー
84か ら な る 。 前 後 ス ラ イ ド バ ー 84の 中 央 に 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 固 定 す る 探 触 子 固 定 部 50を
設 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ｘ 軸 方 向 へ 移 動 さ せ た い 場 合 、 ツ マ ミ 87を 弛 め 、 左 右 ス ラ イ ド バ ー 82を x軸 方 向 へ 移 動
さ せ 、 ツ マ ミ 87を 締 め て 固 定 す る 。 y軸 方 向 に 移 動 さ せ た い 場 合 、 ツ マ ミ 85と ツ マ ミ 86を
弛 め 、 前 後 ス ラ イ ド バ ー 84を y軸 方 向 へ 移 動 さ せ 、 ツ マ ミ 85と ツ マ ミ 86を 締 め て 固 定 す る
。 z軸 方 向 へ 移 動 さ せ た い 場 合 、 ツ マ ミ 86を 弛 め 、 上 下 ス ラ イ ド バ ー 83を z軸 方 向 へ 移 動 さ
せ 、 ツ マ ミ 86を 締 め て 固 定 す る 。 な お 、 ツ マ ミ 85、 ツ マ ミ 86、 ツ マ ミ 87に は 、 公 知 の ね じ
機 構 が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 後 ス ラ イ ド バ ー 84は 、 ツ マ ミ 85と ツ マ ミ 86に 固 定 さ れ て い る た め 、 前 後 ス ラ イ ド バ ー
84を 移 動 さ せ ツ マ ミ 85で 固 定 し た 後 に 、 上 下 ス ラ イ ド バ ー 83を 固 定 す る こ と が 望 ま し い 。
上 記 の よ う に 、 探 触 子 固 定 部 50を 自 由 に 左 右 前 後 上 下 (x軸 ， y軸 ， z軸 )に 動 作 可 能 で あ る
。 な お 、 ツ マ ミ 85は 設 置 し な く て も 、 ス ラ イ ド さ せ る 機 能 の み 備 え て い れ ば よ く 、 そ の 場
合 、 ツ マ ミ 86の み で y軸 方 向 及 び z軸 方 向 の 位 置 決 め を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 探 触 子 固 定 部 50に つ い て 説 明 す る 。 図 10， 図 11に 示 さ れ る よ う に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ
1は 左 右 か ら 三 軸 ア タ ッ チ メ ン ト 51に 保 持 さ れ る 。 図 10は 外 観 図 で あ り 、 図 11は 上 か ら 見
た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。 リ ン グ 52の 切 れ 目 に は ツ マ ミ 54を 取 り 付 け ら れ 、 三 軸 ア タ ッ チ メ
ン ト 51を 固 定 で き る 機 構 と し て い る 。 三 軸 ア タ ッ チ メ ン ト 51に 固 定 さ れ て い る 超 音 波 プ ロ
ー ブ 1は 、 ツ マ ミ 40め 付 け る こ と に よ り 三 軸 ア タ ッ チ メ ン ト 51側 に 固 定 さ れ る 。 な お 、 ツ
マ ミ 54に は 、 公 知 の ね じ 機 構 が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 三 軸 ア タ ッ チ メ ン ト 51の 球 状 部 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ケ ー ス の リ ン グ 52に 内 接 し て お り 、
自 由 に 回 転 、 あ お り 運 動 が で き る 機 構 (α 軸 ， β 軸 ， γ 軸 )と な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 図
11に 示 さ れ る よ う に 、 ブ ロ ー ブ ケ ー ス の リ ン グ 52に は 、 径 の 異 な る 2つ の リ ン グ 状 の 突 起
部 が あ る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ 1の 先 端 側 の 突 起 部 の 方 が 径 が 大 き く 、 後 ろ 側 の 突 起 部 の 方 が
径 が 小 さ く な っ て い る 。 こ の 2つ の リ ン グ 状 の 突 起 部 で 、 球 状 の 三 軸 ア タ ッ チ メ ン ト 51が
固 定 さ れ る 。 な お 、 こ の 2つ の リ ン グ 間 隔 は 0.5～ 1cm程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 2つ の 突 起 部 の 径 の 大 き さ は 、 同 じ で あ っ て も よ い 。 そ の 場 合 、 2つ の 突 起 部 の 中
点 が 球 状 の 三 軸 ア タ ッ チ メ ン ト 51の 球 の 中 心 を 通 り 、 三 軸 ア タ ッ チ メ ン ト 51の リ ン グ に 対
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す る 剛 性 が 増 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 回 転 さ せ た り 、 傾 け さ せ た い 場 合 、 ツ マ ミ 54を 弛 め 、 調 整 を 行 う 。
三 軸 ア タ ッ チ メ ン ト 51は 球 状 で あ り 、 リ ン グ 52は 球 状 の 三 軸 ア タ ッ チ メ ン ト 51を 部 分 的 に
挟 み 込 ん で い る た め 、 α 軸 方 向 に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 ま た β 軸 及 び γ 軸 方 向 に よ る
傾 き も 同 時 に 調 整 を 行 う こ と が で き る 。 α 軸 の 回 転 は 、 360度 の 可 動 範 囲 を 持 ち 、 β 軸 及
び γ 軸 の 傾 斜 は 、 共 に 90度 の 可 動 範 囲 を 持 っ て い る 。 し た が っ て 、 90度 の 範 囲 で 超 音 波 プ
ロ ー ブ 1を 傾 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 リ ン グ 53は 、 リ ン グ 52と ほ ぼ 同 じ 径 の リ ン グ 状 で あ り 、 ス プ リ ン グ 55及 び 4本 の 回 転 防
止 用 ス ラ イ ド 式 ポ ー ル 56を 介 し て リ ン グ 52と 接 続 さ れ て い る 。 リ ン グ 52と リ ン グ 53に は 、
ス ラ イ ド 式 ポ ー ル 56を 通 す た め の 穴 が あ り 、 ス ラ イ ド 式 ポ ー ル 56の 両 端 に は 、 こ の 穴 を 通
過 し な い 大 き さ を 有 す る 突 起 部 が あ る (図 示 し な い 。 )。 初 期 状 態 で は 、 ス プ リ ン グ 55の 伸
び を ス ラ イ ド 式 ポ ー ル 56の 突 起 部 で 支 え て い る 。 ま た 、 4本 の ス ラ イ ド 式 ポ ー ル 56と ス プ
リ ン グ 55が あ る た め 、 リ ン グ 52と リ ン グ 53と が 自 由 な 回 転 を 防 止 で き る 。 よ っ て 、 超 音 波
プ ロ ー ブ 1は ス プ リ ン グ の 伸 縮 方 向 に は ス ラ イ ド す る が 、 回 転 し な い 機 構 と な っ て い る 。
ス プ リ ン グ の 伸 縮 は 約 1cmで あ り 、 こ の 伸 縮 に よ り 超 音 波 プ ロ ー ブ 1の 調 整 を 行 う こ と が で
き る 。 な お 、 図 示 は 省 略 し た が 、 リ ン グ 52と リ ン グ 53の 両 方 が 、 固 定 具 を 介 し て ス ラ イ ド
バ ー 84に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に し て 、 x軸 ， y軸 ， z軸 ， α 軸 ， β 軸 ， γ 軸 の 6軸 を 持 つ こ と で 頭 蓋 内 の 任 意 の
部 位 に 超 音 波 照 射 で き 、 さ ら に ス プ リ ン グ 53を 保 有 す る こ と で 、 側 頭 部 に 一 定 の テ ン シ ョ
ン が 超 音 波 プ ロ ー ブ 表 面 か ら が か か る た め 、 超 音 波 プ ロ ー ブ と 側 頭 部 と が 確 実 に 密 着 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 12に 示 さ れ る よ う に 、 頭 部 固 定 部 81は 、 矢 印 方 向 に 伸 び 縮 み が 可 能 で あ る 。 伸 び 縮 み
機 構 と し て 、 頭 部 固 定 部 81の 底 面 に ば ね (図 示 し な い 。 )を 備 え た り 、 頭 部 固 定 部 81自 体 が
弾 性 体 (図 示 し な い 。 )で あ っ て も 実 現 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 頭 の サ イ ズ に 適 し た 頭
部 固 定 部 81を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 頭 部 固 定 部 81の 底 面 の 形 状 を 半 円 状 に す る こ と
で 、 患 者 の 首 の 回 転 に も 追 随 し て 固 定 具 が 回 転 す る 機 構 と し 、 患 者 に 負 担 の 少 な い 枕 型 固
定 具 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 2の 実 施 形 態 の 動 作 手 順 に 関 し て は 、 図 7に 示 す 第 1の 実 施 形 態 の 動 作 手 順 と ほ ぼ 同 様
で あ る 。 各 ス ラ イ ド バ ー を x軸 方 向 、 y軸 方 向 、 z軸 方 向 に 移 動 さ せ 、 β 軸 及 び γ 軸 方 向 に
よ る 傾 き も 同 時 に 調 整 す る (S101， S102)。 被 検 体 の 頭 部 に 対 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ 1が 位 置
を 確 認 す る (S102)。 超 音 波 プ ロ ー ブ 1が 被 検 体 の 頭 部 に 対 し て フ ィ ッ ト し て い な け れ ば 、 S
100と S101を 再 度 行 い 、 フ ィ ッ ト さ せ る 。 そ し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を α 軸 方 向 に 回 転 さ せ
、 固 定 す る (S103)。 そ し て 、 固 定 し た 位 置 で 頭 部 内 部 に 超 音 波 を 照 射 さ せ 、 受 信 し た 信 号
で 得 ら れ た 超 音 波 断 層 像 orド プ ラ 像 の 画 像 を 用 い て 確 認 す る (S104)。 超 音 波 断 層 像 orド プ
ラ 像 に て 、 血 流 を 含 む 治 療 部 位 が 明 確 に 表 示 さ れ て い な か っ た り 、 S104を 再 度 行 い 、 超 音
波 プ ロ ー ブ 1を α 軸 方 向 に 回 転 さ せ 、 治 療 部 位 を 明 確 に 表 示 さ れ る ま で 再 調 整 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 3の 実 施 形 態 と し て 、 図 13に 示 さ れ る よ う に フ レ キ シ ブ ル ア ー ム を 適 用 さ せ る 。 第 2の
実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 頭 部 固 定 部 81に フ レ キ シ ブ ル ア ー ム を 備 え た 点 で あ る 。 第 2の 実
施 形 態 で 適 用 し た 頭 部 固 定 部 81の 一 部 に フ レ キ シ ブ ル ア ー ム の 端 部 が 固 定 さ れ る 。 も う 一
方 の 端 部 に 超 音 波 プ ロ ー ブ 1が 設 置 さ れ る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ 1は 、 第 2の 実 施 形 態 で 上 述 し
た 探 触 子 固 定 部 50を 適 用 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 フ レ キ シ ブ ル ア ー ム は 4本 の 軸 と 、 4本 の 軸 を つ な ぐ 3箇 所 の 球 体 ジ ョ イ ン ト 部 を 持 っ て
い る 。 そ の ジ ョ イ ン ト 部 が 軸 と な り 、 そ れ ぞ れ が 回 転 あ お り 運 動 を 行 う 構 造 に な っ て い る
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。 3箇 所 の ジ ョ イ ン ト 部 は 、 そ れ ぞ れ 固 定 し た り 、 同 時 に 固 定 し た り す る 。 ぞ れ ぞ れ の ジ
ョ イ ン ト 部 を 固 定 す る 場 合 、 頭 部 固 定 部 81側 の ジ ョ イ ン ト 部 か ら 固 定 し 、 超 音 波 プ ロ ー ブ
側 の ジ ョ イ ン ト 部 を 最 後 に 微 調 整 を 行 い 固 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 よ っ て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1が 三 次 元 的 な 動 き が で き る た め 、 頭 部 固 定 部 81を 介 し て 接 続
す る こ と で 、 自 由 に 超 音 波 プ ロ ー ブ １ を 頭 部 に 密 着 さ せ る こ と が で き る 。 ス プ リ ン グ 53を
保 有 す る こ と で 、 側 頭 部 に 一 定 の テ ン シ ョ ン が 超 音 波 プ ロ ー ブ 表 面 か ら が か か る た め 、 超
音 波 プ ロ ー ブ と 側 頭 部 と が 確 実 に 密 着 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ジ ョ イ ン ト 部 が 複 数 あ る
こ と か ら 、 被 検 体 の 頭 部 顔 面 を 避 け て 、 頭 部 の こ め か み に 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 設 置 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 フ レ キ シ ブ ル ア ー ム は 、 第 1の 実 施 形 態 の 頭 頂 部 押 え 部 33や 、 ヘ ッ ド フ ォ ン 部 70
に 設 置 さ せ る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 被 検 体 の 頭 部 に 対 し 、 ヘ ッ ド バ ン ド や ヘ ッ ド フ ォ
ン で 一 体 化 さ れ て い る た め 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1は フ レ キ シ ブ ル ア ー ム を 介 し て 被 検 体 の 頭
部 に 対 し 、 固 定 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 で は 、 超 音 波 治 療 装 置 に つ い て 特 化 し た が 、 第 1～ 第 3の 実 施 形 態 を 超 音 波 診 断 装 置
に 適 用 さ せ て も よ い 。 様 々 な 超 音 波 プ ロ ー ブ の 形 状 に 合 わ せ ア タ ッ チ メ ン ト を 備 え 、 付 け
替 え る こ と で 、 超 音 波 治 療 用 プ ロ ー ブ だ け で は な く 、 経 頭 蓋 ド プ ラ 超 音 波 プ ロ ー ブ や 、 様
々 な 超 音 波 プ ロ ー ブ (例 え ば 、 リ ニ ア 、 コ ン ベ ッ ク ス 等 )お よ び 各 種 測 定 器 な ど そ の 他 一 般
の 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い て も 、 側 頭 部 に 固 定 す る こ と が で き る 構 造 と な り 、 頭 蓋 内 血 流 モ
ニ タ リ ン グ な ど に お い て も 精 度 の 高 い 診 断 を す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 図 1の 治 療 の 構
成 要 素 で あ る 治 療 用 送 波 部 2及 び 治 療 用 探 触 子 6を 省 い た 状 態 で あ る 超 音 波 診 断 装 置 に お い
て も 適 用 さ せ る 。 そ の 場 合 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1が 診 断 用 探 触 子 7の み の 構 成 と な り 、 断 層 像
撮 像 部 3を 介 し て 表 示 部 4に 表 示 さ れ る 。 ま た 、 手 順 は 図 7に 示 さ れ る 手 順 で 行 わ れ る 。 繰
り 返 し に な る た め 、 こ こ で は 特 に 説 明 し な い 。 こ の よ う に 超 音 波 診 断 装 置 に 適 用 さ せ る こ
と で 、 診 断 効 率 を 上 げ る こ と が で き 、 精 度 の 高 い 診 断 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は ヘ ッ ド フ ォ ン 型 、 ヘ ッ ド バ ン ド 型 、 枕 型 を 示 し た が 、 水 泳 キ ャ ッ プ の
よ う に 頭 部 全 体 を 覆 う 形 状 に し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 探 触 子 固 定 部 50に 関 し 、 ス プ リ ン グ 55の 代 わ り に ゴ ム 上 の 弾 性 体 を 適 用 さ せ て も
よ い 。 4本 の ス ラ イ ド 式 ポ ー ル 56で な く 、 5本 以 上 に し て も 、 筒 状 と し て 適 用 さ せ て も よ い
。 ま た 、 ス ラ イ ド 式 ポ ー ル 56を 通 過 さ せ る リ ン グ も 3つ 以 上 備 え て も よ い 。 ス ラ イ ド 式 ポ
ー ル や リ ン グ の 本 数 が 増 え る に し た が っ て 剛 性 が 増 す た め 、 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 頭 部 の こ め か み に 超 音 波 プ ロ ー ブ 1を 密 着 さ せ た が 、 頭 部 だ け で な く 、
手 足 や 内 臓 の 超 音 波 治 療 や 超 音 波 診 断 に 適 用 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た の で 、 術 者 や 患 者 に 負 担 を 強 い る こ と な く 、 側 頭 部 の
狭 い 音 響 窓 か ら 任 意 の 断 面 に 超 音 波 を 照 射 す る こ と が で き 、 保 持 力 の 強 い 固 定 に よ り 、 長
時 間 の 脳 梗 塞 治 療 や 脳 血 流 モ ニ タ リ ン グ を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 ヘ ッ ド フ ォ ン 型 、 ヘ ッ
ド バ ン ド 型 に つ い て は 、 臥 位 や 座 位 な ど 体 位 変 更 が で き る た め 機 動 性 の 必 要 な 際 の 診 察 に
、 枕 型 で は 固 定 が 安 定 し て い る た め 、 確 実 な 超 音 波 治 療 や 超 音 波 診 断 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 全 体 構 成 図 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る ヘ ッ ド バ ン ド 型 固 定 具 の 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る ヘ ッ ド フ ォ ン 型 固 定 具 の 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る ア タ ッ チ メ ン ト の ジ ョ イ ン ト 部 の 実 施 形 態 を 示 す 図 。
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【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 具 の 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る ヘ ッ ド バ ン ド 型 固 定 具 に お け る 接 続 探 触 子 の 移 動 領 域 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る ス テ ッ プ を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 枕 型 固 定 具 の 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る 枕 型 固 定 具 の ジ ョ イ ン ト 部 の 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に よ る 三 軸 ア タ ッ チ メ ン ト 部 の 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に よ る 三 軸 ア タ ッ チ メ ン ト 部 の 断 面 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に よ る 枕 型 固 定 具 の 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に よ る フ レ キ シ ブ ル ア ー ム と ア タ ッ チ メ ン ト 部 の 接 続 の 実 施 形 態 を 示 す
図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 １ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ 、 ２ 　 治 療 用 送 波 部 、 ３ 　 撮 像 部 、 ４ 　 表 示 部 、 ５ 　 制 御 部 、 ３ ０
側 頭 部 超 音 波 プ ロ ー ブ 固 定 部 、 ３ ７ 　 ア タ ッ チ メ ン ト 、 ３ ９ 　 ア ジ ャ ス タ ア ー ム 、 ５ ２ 　
リ ン グ 、 ５ ３ 　 リ ン グ 、 ８ １ 　 頭 部 固 定 部 、 　 ８ ４ 　 ス ラ イ ド バ ー
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种超声波治疗设备和超声波诊断设备，其移动范围
足以从时域的狭窄声窗向超声波的任意部分照射超声波。 解决方案：超
声波探头固定装置，用于固定超声波探头1，以及移动固定装置，用于固
定超声波探头固定装置，并在三维方向上移动超声波探头固定装置，并
将其固定在对象的照射位置。 配备。 超声波探头保持装置包括用于使超
声波探头1绕超声波探头的轴向旋转的装置。 超声波探头保持装置包括
将超声波探头1推向被检体的弹簧机构。 移动和固定装置包括用于线性
移动超声探头保持装置的装置和用于旋转移动超声探头保持装置的装
置。 [选择图]图2
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